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衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
「
リ
ア
リ
テ
ィ
ツ
ア
ー
�

六
二
億
っ
て
ど
ん
な
だ
よ
。
麻
生
首
相
の
お
宅
拝
見
」
ツ

ア
ー
参
加
者
の
逮
捕
勾
留
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

警
察
庁
と
し
て
、
地
方
公
共
団
体
の
定
め
る
条
例
に
お
け
る
「
集
団
示
威
運
動
」
又
は
「
集
団
行
進
」
の
用
語
の
定
義
等

を
す
べ
て
把
握
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
が
、
警
視
庁
に
よ
る
と
、
東
京
都
の
集
会
、
集
団
行
進
及
び
集
団
示
威
運
動
に
関

す
る
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
東
京
都
条
例
第
四
十
四
号
。
以
下
「
都
条
例
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
「
集
団
示
威
運
動
」
と

は
、
多
数
の
者
が
一
定
の
目
的
を
も
っ
て
公
衆
に
対
し
気
勢
を
示
す
共
同
の
行
動
を
い
う
と
の
こ
と
で
あ
り
、
「
集
団
行
進
」

と
は
、
多
数
の
者
が
一
定
の
目
的
を
も
っ
て
集
団
的
に
行
進
す
る
も
の
を
い
う
と
の
こ
と
で
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

警
視
庁
に
よ
る
と
、
警
視
庁
渋
谷
警
察
署
の
警
備
課
長
は
、
御
指
摘
の
「
ツ
ア
ー
」
参
加
者
と
の
間
で
会
話
を
交
わ
し
て

い
る
も
の
の
、
こ
れ
は
、
当
該
「
ツ
ア
ー
」
が
都
条
例
第
一
条
に
規
定
す
る
集
団
示
威
運
動
又
は
集
団
行
進
に
該
当
す
る
よ

う
な
形
態
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
指
導
し
た
も
の
で
あ
り
、
都
条
例
第
一
条
に
規
定
す
る
集
団
示
威
運
動
又
は
集
団

行
進
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
許
可
を
与
え
た
も
の
で
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

一



二
の
�
及
び
五
に
つ
い
て

警
視
庁
に
よ
る
と
、
御
指
摘
の
三
名
の
う
ち
都
条
例
第
一
条
違
反
に
よ
り
逮
捕
さ
れ
た
被
疑
者
に
対
し
て
、
同
条
の
規
定

に
違
反
し
て
許
可
を
受
け
ず
に
集
団
示
威
運
動
が
開
始
さ
れ
た
本
年
十
月
二
十
六
日
午
後
三
時
四
十
一
分
か
ら
同
日
午
後
三

時
四
十
九
分
ま
で
の
間
、
警
視
庁
渋
谷
警
察
署
の
警
備
課
長
が
複
数
回
に
わ
た
り
、
横
断
幕
、
プ
ラ
カ
ー
ド
、
風
船
等
を
下

げ
る
よ
う
警
告
を
行
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
都
条
例
第
一
条
の
規
定
が
憲
法
第
二
十
一
条
に
違
反
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
五
年
七
月
二
十

日
の
最
高
裁
判
所
大
法
廷
判
決
の
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

警
視
庁
に
よ
る
と
、
御
指
摘
の
三
名
の
逮
捕
は
、
都
条
例
第
一
条
違
反
の
罪
又
は
刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）

第
九
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
務
執
行
妨
害
罪
に
よ
り
、
刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
二

百
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
行
わ
れ
て
お
り
、
憲
法
第
二
十
一
条
の
規
定
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

六
及
び
七
に
つ
い
て

二



警
視
庁
に
よ
る
と
、
御
指
摘
の
事
案
に
つ
い
て
は
、
警
視
庁
渋
谷
警
察
署
長
の
指
揮
の
下
で
、
現
場
に
お
け
る
混
乱
及
び

交
通
の
危
険
の
防
止
等
の
た
め
に
必
要
な
警
備
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
お
尋
ね
の
点
を
含
め
、
そ
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
警
察
活
動
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
は
差
し
控
え
た
い
。

八
に
つ
い
て

お
尋
ね
は
、
警
察
の
情
報
収
集
活
動
等
の
具
体
的
な
内
容
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
警
察
活
動
に
支
障
を
及
ぼ
す

お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
は
差
し
控
え
た
い
。

九
に
つ
い
て

警
視
庁
に
よ
る
と
、
御
指
摘
の
よ
う
な
事
実
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

十
に
つ
い
て

警
視
庁
に
よ
る
と
、
御
指
摘
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
刑
事
訴
訟
法
第
二
百
十
八
条
又
は
第
二
百
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

当
該
事
件
の
捜
査
に
必
要
な
物
を
適
法
に
押
収
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

十
一
に
つ
い
て

警
視
庁
に
よ
る
と
、
御
指
摘
の
被
疑
者
に
対
し
て
は
、
適
正
な
取
調
べ
が
行
わ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

三



十
二
に
つ
い
て

刑
事
訴
訟
法
は
、
現
行
犯
逮
捕
の
場
合
を
含
め
、
逮
捕
さ
れ
た
被
疑
者
に
つ
い
て
、
裁
判
官
の
発
す
る
勾
留
状
に
よ
り
勾

留
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
規
定
し
て
お
り
、
御
指
摘
の
三
名
に
つ
い
て
も
、
同
法
の
規
定
に
基
づ
き
勾
留
さ
れ
た
も
の
と

承
知
し
て
い
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
者
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
本
年
十
一
月
六
日
に
釈
放
さ
れ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

四


